
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
４
１
２
回 

 

浦
向
道
の
点
検
・
整
備 

 

◇
実
施
日 

 
 

２
月
２
２
日
（
日
） 

 
 
 

晴 

◇
参
加
者 

 
 

沖
崎
吉
信
、
濱
野
兼
吉
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
生
熊
千
満

子
、
湯
川
一
郎
、
阪
口
雄
二
、
山
川
自
知
、
須
崎
由
香
、
梶

野
照
雄
、
由
井
洋
三
、
大
前
暢
広 

 
 

 
 
 

１
２
名 

 

春
の
巡
視
第
一
回
目
と
な
る
浦
向
道
の
点
検
・
整
備
を
行
っ
た
。
浦
向
道
は

行
仙
宿
か
ら
下
北
山
浦
向
を
結
ぶ
登
山
道
で
、
十
津
川
村
上
葛
川
か
ら
下
北
山

浦
向
へ
至
る
旧
逓
信
道
（
郵
便
古
道
）
の
一
部
で
あ
る
。
奥
駈
道
と
重
な
っ
て

い
る
部
分
は
少
し
し
か
な
い
が
、
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
古
道
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
が
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

役
場
駐
車
場
で 

 
 
 
 
 
 

マ
キ
材
の
袋
を
積
む 

 
 
 

 

気
温
は
１
０
℃ 

午
前
９
時
に
村
役
場
駐
車
に
集
合
。
今
回
は
奈
良
の
山
本
さ
ん
の
知
人
で
香

芝
市
の
大
前
暢
広
君
が
初
参
加
さ
れ
、
１
２
名
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ

い
た
。
Ｒ
４
２
５
の
冬
季
通
行
止
め
は
今
月
２
７
日
迄
な
の
で
、
全
車
一
緒
に

ゲ
ー
ト
を
通
過
し
、
下
山
口
に
３
台
を
停
め
、
残
り
の
３
台
に
分
乗
し
て
登
山

口
向
か
っ
た
。
今
月
８
日
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
雪
も
、
４
月
並
み
の
暖
か
さ
で

す
っ
か
り
溶
け
、
登
山
口
に
難
な
く
到
着
、
マ
キ
材
な
ど
を
モ
ノ
レ
ー
ル
に
積

み
込
ん
で
登
り
始
め
る
。
終
点
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
残
し
、
マ
キ
材
の
袋
を
背

負
子
に
括
り
両
手
に
マ
キ
材
の
小
袋
を
持
っ
て
行
仙
宿
に
向
か
っ
た
。
行
仙
宿

に
着
い
て
玄
関
脇
の
温
度
計
を
見
る
と
１
０
℃
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 
 
 
 

川
島
橋
通
過 

 
 
 
 
 
 
 

林
道
に
降
り
る 

倉
庫
と
管
理
棟
を
開
け
、
先
日
動
か
せ
な
か
っ
た
発
電
機
を
始
動
す
る
。
エ

ン
ジ
ン
は
定
期
的
に
動
か
す
こ
と
が
必
要
で
、
長
期
間
動
か
さ
な
い
と
始
動
し

に
く
く
な
る
の
で
、
行
仙
宿
訪
問
の
都
度
動
か
す
よ
う
に
し
た
い
。
平
沢
君
か

ら
連
絡
の
あ
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
パ
ッ
ド
を
確
認
、
２
０
２
４
年
５
月
ま
で
と
な
っ

て
い
た
。
前
回
交
換
し
た
の
が
２
０
２
１
年
だ
っ
た
の
、
い
つ
の
間
に
か
４
年



強
が
経
過
し
て
い
た
。
水
が
残
っ
て
い
た
た
め
割
れ
た
お
堂
の
花
筒
を
交
換
し

て
、
午
前
１
１
時
過
ぎ
か
ら
早
め
の
昼
食
を
摂
る
。
車
回
送
の
た
め
沖
崎
、
濱

野
、
大
江
徳
子
、
湯
川
の
４
名
を
残
し
残
り
の
８
名
で
浦
向
道
へ
向
か
う
。
モ

ノ
レ
ー
ル
終
点
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
背
負
子
括
り
、
川
島
橋
を
通
過
す
る
。
橋

に
も
異
常
は
無
い
。
林
道
に
降
り
立
つ
ま
で
に
倒
れ
掛
か
っ
た
細
い
木
を
一
本

切
除
し
た
が
、
落
ち
て
い
る
枝
が
多
い
以
外
、
登
山
道
に
は
異
常
は
無
か
っ
た
。

林
道
で
暫
く
休
憩
し
浦
向
を
目
指
す
。
林
道
か
ら
下
は
植
林
帯
に
な
り
、
落
ち

て
い
る
杉
の
枯
れ
枝
が
増
え
る
。
こ
こ
で
も
細
い
斜
木
を
一
本
切
り
、
壊
れ
た

小
屋
の
あ
る
沢
に
着
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

腐
っ
た
標
識 

 
 
 
 
 

沢
で
休
憩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
道
に
到
着 

１
０
年
以
上
前
に
付
け
ら
れ
た
標
識
が
完
全
に
腐
っ
て
い
て
、
更
新
の
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。
休
憩
の
後
歩
き
出
す
が
、
こ
こ
か
ら
国
道
ま
で
尾
根
の
ト
ラ

バ
ー
ス
が
続
く
の
で
結
構
な
距
離
が
あ
る
。
途
中
で
沖
崎
さ
ん
か
ら
「
下
山
口

に
着
い
た
」
と
連
絡
が
あ
り
、
あ
と
２
０
分
位
と
返
事
を
し
た
が
、
実
際
に
は

３
８
分
か
か
っ
て
い
た
。
気
温
が
上
が
っ
て
汗
を
か
き
な
が
ら
最
後
の
十
津
川

橋
を
渡
っ
て
国
道
に
到
着
し
た
。
毎
年
咲
い
て
い
る
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
は
寒
さ

が
続
い
た
せ
い
か
一
輪
だ
け
咲
い
て
い
た
。 

 
 
 
 

 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

村
役
場
駐
車
場0

9

：0
0
→

0
9

：3
3

補
給
路
登
山
口→

1
0

：1
8

行
仙
宿1

1

：2
0

→
1
2

：2
8

林
道→

1
3

：2
5

壊
れ
た
小
屋→

1
4

：4
6

Ｒ
４
２
５ 


